
せいじみつあしつ曾ざら

青磁三足付皿
蝿島 1690-1730年代

高さ 7.8 口径27.8 底径 17.0cm
伊万里市量聾文化財

P17 郷土の文化財 (将軍や大名

が愛 した器たち)に掲載

言します!
宣さわぞか市政

2004 
(平成16年)
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同
和
問
題
は

み
ん
な
の
問
題
で
す

.... 

人
権

IMARI8 

気
づ
こ
う
!
守
ろ
う
!
み
ん
な
の
人
権

わ
た
し
た
ち
は
、
平
和
で
心
豊
か
な
社
会
の
実
現
を
願
い

『人
権
の
世
紀
』
と
い
わ
れ
る
幻
世
紀
を
迎
え
、
は
や

4
年
目

に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
の
社
会
に
は
偏
見
や
差
別
が
あ
り
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
問
題
が
起
き
て
い

ま
す
。

世
界
の
国
々
に
対
し
人
権
社
会
の
確
立
を
求
め
た

『人
権
教

育
の
た
め
の
国
連
川
年
』
を
受
け
て
、
伊
万
里
市
は

2
0
0
0

年
に

『人
権
教
育
啓
発
基
本
方
針
』
を
策
定
し
、
い
ろ
い
ろ
な

施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

人
権
・
同
和
問
題
の
解
決
に
は
行
政
の
取
り
組
み
と
と
も

に
、
全
て
の
市
民
が
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
自
分
自
身

の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

8
月
は

『同
和
問
題
轡
発
強
調
月
間
』
で
す
。
今
回
は
、
身

の
ま
わ
り
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
課
題
解
決
に
つ
い

て
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。



Eヨ 人権・同和問題はみんなの問題です

同和問題の解決のために

わたしたちは、『差別はいけなし叫『差別は人の幸せをこわす』という

ことを知っています。それなのに今でも差別があるのはなぜでしょうか。

どうしたら差別はなくなるのでしょうか

何をしたらいいのでしょうか

φ 

合

や

8/MARI 

そく二巳〉L fそんなこめてる ¥ 。
から部港差別がなく

¥な~ら一な一い一の一よ

/ 
‘ 

そっJとし一て一おけ一ば部一藩一差¥別は¥ 

自然にはくなるんじゃないの?

3 O くコ としておいても差別は

ならなかったという歴

事実があるのよ

「そのうちになくなるから」と

いうのはなくなるまで差別さ

れても仕方がない。それまで

どうして寝た芸を起こすようなこ ¥¥ ¥は我慢しなさいということよ

とをするんだ?

知らなければ知らずにすんだのに
¥¥1  

く二〉
o 

(~種目を起こすな』 の考え方を容
罰すれば同和旭区に対する偏見や鍛 。
った密議がそのまま残って、差別は

いつまでたってもなくならないのよ

全然知ら~い人に正しく教

えること、また、間遭って

いる人に正しくmHlしても

らうことが大切怨んだね
|正 吋る 均

差別をなくす第一歩です

く〉
D 

わたしたちは、程度の差はあっても、身近

な生活の，*，で差別問題とかかわっています。

人ごとと思わないで 『差別問題の当事者と

しての自覚』をもって考えてみましょう。



長⑭足~üタゆ@ム臼凪昌吉

易Eヨレ守めまレ哉さ~g

人が幸せに生きる権利(人権)は守られているでしょうか

子どもは

子どもは社会のたからです。安心と
希望をもって、健やかに育てられて
いますか

障がいがある人は

みんながそれぞれ希望をもち、個性
を生かして社会参加のできる社会に
なっていますか

次のような人たちについても

考えてみましょう

-ハンセン病元患者

・エイズ患者(感染者)

.アイヌの人たち

・刑を終えて出所した人

.婚外子

女性は

自分の意思で社会に参画し、その能
力や適性を十分発揮できる社会にな
っていますか

高齢者は

これまでの家庭や社会への貢献や努
力が正しく評価され、充実した生活
が送られていますか

外国人は

市にも約300人の外国籍の人がいま
す。国際人として、あるがままに受け
入れて協力 支援する心がありますか

IMARIO 



同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
中
の
催
し

市
や
県
は
、
同
和
問
題
磁
発
強
調
月
間

に
あ
た
り
、
各
種
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

伊
万
里
一宮刑

J

で
は

-
人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

V
日

時

8
月

μ
日
(
火
)

午
後
1
時
ぬ
分

i
午
後

3
時
日
分

市
民
セ
ン
タ
ー

無
料

V
会

場

V
入
場
料

V
内

容

-
講
演
会
.
 

.
 テ
ー
マ

『
1
0
0人
村
か
ら
見
え
る

こ
と
』

作
家
池
田
香
代
子
さ
ん

『世
界
が
も
し

1
0
0
人
の

村
だ

っ
た
ら
』
の
出
版
者

人権・同和問題はみんなの問題です

• 講

師

Eヨ

-
ふ
れ
あ
い
映
画
上
映
会
.

-
作

品

『人
の
値
打
ち
を
問
う
』

・
人
権
雷
発
パ
ネ
ル
展
.

-
人
権
啓
発
パ
、
不
ル
、
小
・
中
学
生
の
人

権
作
品
、
啓
発
資
料
な
ど
の
展
示

.
人
権
雷
発
映
画
の
放
送

V
テ
ー
マ

『人
を
思
い
や
る
心
と
家
族
の
ぬ
く
も
り
』

V
作

品

「ぬ
く
も
り
の
彩
(
い
ろ
)
」

佐
賀
県
で
憾

-ハl卜
フ
ル
同
和
問
題
講
演
会

V
テ
ー
マ

『わ
た
し
た
ち
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
i
未
来
を
桁

く
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
』

V
講

師

消
見
久
夫
順
子
夫
妻

V
日

時

8
月

ω日
(
火
)

午
後

1
時
ぬ
分
i

v
会

場

佐
賀
市
文
化
会
館

V
入
場
料

無
料

-
雷
発
映
画
の
放
送

V
日

時

8
月
8
日
(
臼
)

午
後

2
時

『
ラ
ス
ト
か
ら
は
じ
ま
る
』

S
T
S
サ
ガ
テ
レ
ビ

V
作

品

V
放
送
局

県
内
他
市
町
村

講
演
会
の
紹
介

-
佐
賀
市

マ
講

師

マ
テ
ー
マ

マ
会

場

-
鹿
島
市

マ
講

師

マ
テ
ー
マ

マ
会

場

-
相
知
町

マ
講

師

マ
テ
ー
マ

マ
会

場

8
月
6
日
(
金
)

声
楽
家
渡
辺
千
佳
子
さ
ん

ボ
さ
輩
寸
の
ひ
ら
コ
ン
サ
1
卜
』

佐
賀
市
文
化
会
館

8
月
即
日
日
(
木
)

学

者

自

問
『国
士
也
さ
ん

『人
に
子
ど
も
に
光
あ
れ

』

鹿
島
市
民
会
館

8
月
初
日
(
金
)

ア
ン
ト
ン

・
ウ
イ
ツ
キ
ー
さ
ん

『外
国
人
か
ら
み
た
日
本
文
化
』

相
知
阿
福
祉
セ
ン
タ
ー

、、
司
・
閉
会
先

V
市
生
涯
学
習
課

(岱
⑫
2
1
1
1
内
線

4
6
1
)

V
市
人
権
・

同
和
対
策
課

(窓

@
2
1
1
1
内
線
2
4
4
)

V
県
人
権
・
同
和
対
策
課

(岱

0
9
5
2
@
7
0
6
3
)

〆

ノ司、

『人
権
標
語
』
を

募
集
し
ま
す

8
月
は

『同
和
問
題
啓
発
強
制
月
間
』

で
す
。
市
教
育
委
員
会
で
は
市
民
の
人

杓
意
識
を
高
め
る
た
め

『人
権
線
認
』

を
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

V
テ
l
マ

『人
権
社
会
の
実
現
を
よ
び
か
け
る
も
の
』

V
応
募
資
格

市
内
に
住
む
社
会
人

V
応
募
方
法

標
語
と
氏
名
住
所

生
年
月
日
電
話
番
号
を
明
記
の
う

え
、
は
が
き
、

F
A
X
、

E
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
人
何

点
で
も
応
募
で
き
ま
す
(
形
式
は
自

由
で
す
)

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。
な
お
、
作
品
は
市
教
育
委
員
会

に
帰
属
し
ま
す

V
募
集
期
間

8
月
2
日
i
引
日

V
表
彰
等

応
募
者
全
員
に
参
加
筑

を
、
入
選
者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を

贈
り
ま
す

V
応
募
・
間
合
先

干
8
4
8
1
8
5

o
l
伊
万
里
市
立
花
町

1
3
5
5

番
地

1

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

人
権
・
同
和
教
育
係
(
岱
③

2
1
1

1
(内
線

4
6
1
)
困
③
2
6
1
5
)

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ω
2
0
C
凹
mw-
四

ω一
ハ
己
的

7
c
c
@
E
Q

-ヨ∞コ一四」百

0 /MARI 



伊
万
里
市
の
国
保
が
危
な
い
!

国
民

''II-j国民健康保険事業決算状況|
※平成15年度は決算見込

康
保
険

曽
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

の

36億7，842万円

34億2，965万円

46億2，635万円

50億5，569万円

44j量9，011万円

47億8，699万円

51億2，257万円

47億1，167万円

43億4，604万円

47億5，865万円

50億9β11万円

H5年度

H15年度
50億2，868万円

50(億円)

保険給付費

老人保健拠出金

40 

四
国

30 

保険税(医療分介護分)

20 10 。
逼二D

介護納付金

保健事業費
その他支出

国県支出金

療養給付費交付金
般会計繰入金

前年度繰越金

その他収入

-
※注1国保基金は、保険給付に要する経費に充てるために積み立てている

ものです。平成13年度と平成15年度は、保険給付費の財源が不足

したため、この国保基金からそれぞれ1億円を補てんしています

-国保の制度・給付に

ついては

長寿社会諜医際保険係

(3@2 1 1 I内線223)

.国保税の課税・納付に

ついては

税務課徴税対策室

(3③ 2 1 1 1内線235)

IMARI0 

悶
民
健
康
保
険
事
業
は
、
国
保
税
(
国
民

健
康
保
険
税
)
、
国
庫
支
出
金
、
一
般
会
計
繰

入
金
な
ど
で
迎
滋
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
被
保
険
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税

は
、
国
保
財
政
の
収
入
の
中
で
国
庫
支
出
金

に
次
ぐ
口
重
な
財
源
で
す
。
(表

1
)

し
か
し
、
こ
の
悶
保
税
の
収
納
率
は
毎
年

低
下
傾
向
に
あ
り
、
事
業
の
運
営
悪
化
の
主

な
原
因
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
(表

2
)

一
方
、
被
保
険
者
は
年
々
泊
加
し
、
支
出

す
る
医
療
費
も
鳩
加
し
て
い
ま
す
。
(表

3
)

こ
の
ま
ま
抑
移
す
る
と
、
平
成
同
年
度
以

降
は
赤
字
決
算
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

収
入
不
足
を
郁
っ
て
い
る
国
保
基
金
に
つ

い
て
も
、
平
成
凶
年
度
で
全
額
な
く
な
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
(※
注

1
)

国
保
税
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
迎
蛍

を
支
え
る
大
事
な
財
源
で
す
。被
保
険
者
の

皆
さ
ん
の
納
付
に
対
す
る
ご
型
併
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。



.オ湯坊議豆島国後D'領事

納めないとどうなるの?

医|民健康保険に加入している人は、国民

健康保険税を納めなければなりません。国

保は、加入者一人ひとりがみんな平等に負

担することが大原則です。悶保税を納めな

いでいると他の加入者との公平を欠くばか

りか、閣保制度そのものが成り立たなくな

ります。このようなことから、医l保税を特別

な理由もなく滞納すると、次のような取り

扱いを受けることになります。

①納期限を過ぎると

督促力守ラわれます

吋.... 

②4期以上(年税額の半分以上)滞納すると

保険証の有効期闘が短l¥r短期被保険者

証』が交付されます

通常 1年の有効期間が3か月ごとに切
れ、その交付ごとに税務課で納税指導を
受けたうえで交付されます

........ 

③1年以上(8期相当分以上)を特別な理由

もなく滞納すると

『被保険者資格証問書』が交付されます

病院等の医療費をいったん全額(10割)
負担することになります。その後、保険
対象となる7割分を長寿社会課医療保
険係に申請し、払い戻しが受けられます

........ 
④さらに6か月以上滞納すると

保険給付が一時差し止められます

高額療養費や出産育児一時金、前述の7
害j払い戻し金などが一時差し止められ
またその分を滞納税額に充てられるこ
とがあります

........ 
⑤さらに滞納すると

財産(不動産や預貯金等の債権など)の差

押えを受けることがあります

置閃臣告罰制~;:~沼;z.~週四百壇画曙.

①滞納している国保税をすべて納めた場合

②滞納額が著しく減少した場合

③特別の理由が認められた場合

災害や盗難、倒産などやむを得ない事情

(特別な理由)により、どうしても国保税を

払えない場合は、納期延長(分割払い)など

が認められることがあります

O/MARI 

E量 4国保税の収納状況(医療給付分のみ)I 
- 現年度分

- 過年度分

- 全体

(%) 
100 

80 

5・2・，

87.11 88.3 

60 

40 

20 

~å'， 

。
H
H
 

被保険者数と医療費の推移

[被保険者数]

¥¥  国保世帯数
市全体に 被保険者 市全体に
占める割合 数(人) 占める割合

平成 5年度 9，075 48.6% 20，832 34.2% 

平成10年度 10，067 51.1 % 21.495 35.5% 

平成12年度 10，798 53.9% 22，698 37.8% 

平成13年度 11 ，1 23 55.0% 23，146 38.7% 

平成14年度 11.484 56.0% 23，645 39.7% 

平成15年度 11，831 57.3% 24，249 40.8% 

※平成5年度に市民の約3人に 1人が被保険者て・あったものが、平成15
年度では約2.5人に 1人となっています

[医療費]

¥¥¥  1世帯当り 1人当り

平成 5年度 699，872円 304，884円

平成10年度 898，937円 421，009円

平成12年度 831，212円 395.428円

平成13年度 836，600円 402，035円

平成14年度 787，280円 382，370円

平成15年度 795，031円 387，893円

※平成14年度は制度改
正により支出額が減
少していますが、確実
に医療費は増加して
います



E司|

.間合先生活環境課(g③ 211 1内線285)

近年、地球温暖化は、世界的にも最も重要な環境課題になっています。渦暖化を防止するためには、一人ひとりの

日常生活における取り組みが、企業や行政などの取り組みと相互に影響を与えあうことにより大きな効果を生むこ

とができます。

市役所では、平成13年4月に 『ストップザ温暖化いまりアクションプログラム』を策定し、事務・事業において地

球狙暖化防止対策に取り組んでいます。

今回は、この計画の平成15年度の実施状況についてお知らせします。

削減項目
エネルギー 平成11年度 平成13年度 平成14年度
排出項目 (基準年度) 実 績 実績

電気使用量
4，487，342 4，639，622 4，540，813 (C 0，換算kg)

二酸化炭素 燃料使用量
1，031，019 918，574 914，607 

(C 0，) (C 0，換算kg)

公用車燃料使用量
210，605 211，434 210，621 (C 0，換算kg)

上水道使用量(rrl) 186，832 200，486 161，599 

その他の
用紙使用呈(枚数) 11，674，363 12，763，655 13，995β13 使用量

ごみ排出塁(kg) 把握していない 240，633 190，498 

建設 アスフアルト
把握していない

再資源化率 再資源化率
副産物 コンクリー卜塊 100% 100% 

平成11年度を基準とした各使用量年ことの摺滅比較

30 

201 

101.'… 

01 山内

-101 

-20 

-30 

-40 

-50 

一 …--;.-:変... .-:.-:::-:;，……一…

..三之?と三三，--."，.• -'::::::.:~ 
……  fh-ζたた屯 …

. . 
~. . . . . . . 

.一...................:..… 
1 

". (%)平成11年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度

平成15年度 基準年度との
実績 摺減比較(%)

4，366，773 A. 2.7% 

801，417 A. 22.3% 

200，849 A. 4.6% 

148，640 企 20.4%

14，178，250 21.4% 

132，294 A.45.0% 

再資源化率
100% 

...... 電気使用=

4ト燃料使用量

-6- 公用車燃料使用翠

-)(- 上水道使用塁

ー*一 用紙使用量

-・-ごみ排出

※ごみ排出塁は平成13年度が基準

IMARI0 



• 
軍海盆勝目

FJ.は電力の消f~.IJ1がグーンとはね上

がる季節。家電品の中で特にそのウエ

イトが高いのがエアコ ンと冷蔵庫で、

家庭の消費沼カ[LIの約41%を占めてい

ます。でも家沼市lを上手に使えば電気

のムダ使いは防ぐことができます。

それは電気代の節約だけでなく C02の

排出を少なくして、地球潟|暖化の防止

にもつながります。8月1日は変の『省

エネ総点検の日』。このRから、かしこ

くシンプJレな省エネライフスタイ Jレ

『スマートライフ』を始めてみましょう。

' エアコンの上手な使い方 . 

惨夏の設定温度は28'Cを目安に

設定温度を 1"C上げるだけで、消費エ
ネルギ は変わってきます。冷房の設
定温度を27"Cから28"Cにした場合

直ヨH晶画面[;t;o回::r'，，]~'官官al

惨エアコンと扇風機の併用を
人の体感温度は、湿度や風によって変
わります。エアコンの温度を28"Cにし
て、扇風機をいっしょに使えば

Eヨ司自国百園田副::W]~'引;J，i\l1

惨冷房を28'Cに設定し、使用時間を1
日1時間短縮

E書記Ifli¥ll'i拍園昌[IJ]，Y，直面'

惨カーテンやブラインド、すだれなど
で夏の日差しをカット

Eヨ !l~唖百曲目);\昌[#)]晴掴'

惨フィルターは月 1-2回の掃除を

Eヨ両自国1il1l:l:::[I)]ly，耳目白E・
冷蔵庫の上手な使い方

惨勲いものは冷ましてから入れる
Eヨ雨k1嘩面量E・I・副首[1)]lt']1il1

惨詰め込み過ぎない、整理墜頓

監ヨ雨量唾稲田'魁幻自[lJH!l1il1

惨直射日光を避け、風通しをよくし、
周りに適度な隙閣をとって設置

Eヨ討臨画面E・E<I:::[#)]，r，]面'

砂扉を聞けている時聞を短縮

ーーヨ雨'国首・民間:::[I)]，r，]1il1

砂扉の開閉回数を少なくしましょう
監量雨~亜細圃闘司自師団汀il"flll

0 /MARI 

e施状況と結果

.電気・ガス使用量を削減するために

-昼休みl侍聞の消灯、不必要な照明の消灯、使用

していないOA機器の電源切断の徹底

冷暖房の基準温度設定およひ移動時間の短絡

の徹底

。結果(基準年度比iま)

-電気使用量 2 . 7 ~~~ ì~ÍIj~官

。燃料使用量 22 ' 3 ~;f削減

.公用車の燃料を削減するために

効率的な運用の推進

。経済走行への心がけとして停車中のアイドリ

ングストップの徹底

。結果(基準年度比較)

.4・6Z削減

・水道使用量を削減するために

日常的な節水の徹底

。結果(基準年度比較)

20 ' 1 ~~f:削減

.用紙使用量を削減するために

。ミスコピーの裏面使用、両而印刷

.資料の簡素化共同化

。結果(基準年度比i史)

'21 . 6 ~~):増加

※これは、国県への報告書文書や作成資料など

が増加したこと、経資削減のため外部へ委託

していた印刷物をできる限り内部で作成する

ようにしたことが要因であると考えられます

・ごみ減量化のために

古紙回収ボックスによる分別収集やリサイク

ルの徹底

。結果

年々 、大きく減少しています

e成16年度の具体的な取リ組み

・職員一人ひとりの取り組み状況のチェック体制を整備し、定期的な点

検を実施するとともに、職員を対象に研修などを実施して、さらなる職

員の意識改革を図ります

ー削減できていない項目については取り組み内容などを見直し、目線達

成に向けた積極的な取り組みを行し、ます

ー市民利用施設については、職員だけでなく、市民に対してもチラシを配

布するなど、温暖化防止のための呼びかけを行います

eきることから始めましよう

この実施計画は市役所について定めたもので、市役所が率先して行

う行動計闘です。しかし、市職員だけの行動では実行計画を達成できな

いだけでなく 、地球全体の温暖化防止にはつながりません。市民一体と

なり、みんなで身の回りのできることから地球温暖化防止のための取

り組みを始めましょう。



• 匝ーー

有
田
川
を
中
心
と
し
た
二
里

町
の
ま
ち
。つ
く
り
に
つ
い
て

河
川

a
子
ど
も
た
ち
に
残
せ
る
ま
ち
づ
く

町

民

り
の
活
動
と
し
て

『有
田
川
力
ワ

ニ
パ
ル
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
ニ
里
町

を
な
ん
と
か
し
ゅ
う
会
』
が
主
催
し
て
行

っ
て
き
た
が
、
昨
年
か
ら
二
塁
町
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
有
国
川
を
申
心
に
い

ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
中
で
草
払
い
や

空
き
缶
姶
い
を
行
い
、
河
川
敷
の
環
境
保

全
に
も
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
ま

だ
有
田
川
の
整
備
が
出
来
て
い
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
非
常
に
不
便
な
こ
と
が
多
い
。

有
田
川
は
伊
万
里
市
の
水
瓶
で
も
あ
る
の

で
、
二
里
町
だ
け
で
な
く
市
も
環
境
整
備

に
協
力
で
き
な
い
か
。

-
司
画

一市
長
]
有
田
川
は
二
里
町
民
の

.
厩
圃
母
な
る
川
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
有
田
川
の
水
質
は
非
常
に
良
好

で
す
。
河
川
の
鐙
備
に
つ
い
て
、
最
近

は
、
親
水
河
川
と
し
て
快
適
空
間
と
い

う
役
割
を
持
た
せ
て
整
備
が
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
の
で
、
今
後
、
水
質

や
河
川
敷
の
保
全
、
有
田
川
の
活
用
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
か
、
皆
さ
ん

で
ア
イ
デ
ア
を
出
さ
れ
て
は
ど
う
で
し

ょ
、
っ
か
。

河
川

a
『
ふ
た
さ
と
生
活
体
験
通
学
整
』

開

腿

は
、
小
学
校

4
2
2
6年
生

ま
で
の
約

ω人
の
子
ど
も
た
ち
を
二
里
公

IMAR/ ~ 

市

民
の
皆
さ
ん
と
市
長
自
身
が
直
接
対
話
し
、
皆
さ
ん
の
生

の
声

を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

市

政
の
現
状
や
こ
れ
か
ら
の
方

向
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
す
る
対
話
集

会

『
さ
わ
や
か
伊
万
里

タ
ウ
ン
ミ

テ
イ
ン
グ
』
。
そ
の
第

9
回
目
が
、

6
月
白
目
、

二
里
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(
内
容
の

一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
)

民
館
に
集
め
、
7
泊
8
日
で
家
族
と
連
絡

を
閉
ざ
し
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
を
禁
じ
、
食

事
や
洗
濯
な
ど
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分

で
や
ら
せ
て
い
る
。
青
少
年
の
健
全
育
成

の
問
題
は
非
常
に
大
事
で
あ
り
、
ニ
里
町

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で

公
民
館
に
風
呂
の
施
設
が
な
い
こ
と
と
講

師
を
誰
に
し
よ
う
か
と
悩
む
の
で
講
師
の

紹
介
や
ス
タ
ッ
フ
不
足
な
ど
、
人
的
な
協

力
も
で
き
た
ら
お
願
い
し
た
い
。

-
可
圃

{市
長
}
『ふ
た
さ
と
生
活
体
験

-
E園
通
学
製
』
は
、
子
ど
も
た
ち
が

生
き
る
カ
を
育
み
、
健
や
か
に
成
長
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
地
域

の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
と
い
う
こ

の
取
り
組
み
は
先
進
的
で
す
。
そ
の
中

で
風
呂
の
施
設
が
公
民
館
に
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
今
は
貰
い
風
呂
を
行
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
な
い
な
ら
な
い
な
り

に
知
恵
を
出
し
て
生
き
る
力
を
身
に
つ

け
る
取
り
組
み
も
必
要
で
す
。
ま
た
、

事
務
的
な
協
力
や
講
師
の
紹
介
は
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

題もな ，宮司
だをい 且明』
。どよ ・阜2

ううに で
しだ来と
たがて乞
ら 、く 15
よ来れ江
いてる孟
かく子;=
がれど z
大なも 22
きいは 22
な子問 ZE
問ど題 と

-
可
圃

[教
育
長
]
『
ふ
た
さ
と
生
活
体

.
厩
圃
験
通
学
盤
』
で
学
ん
で
ど
う
い

う
こ
と
が
良
い
か
と
い
う
こ
と
を
皆
に

わ
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

学
校
の
授
業
参
観
や
新

1
年
生
の
就
学



. 省寧邸担鍵酔窃耳菖

時
検
診
の
と
き
な
ど
に
こ
の
必
要
性
に

つ
い
て
話
を
し
た
り
、
学
校
も
協
力
し
、

体
験
学
習
の
重
要
性
を
親
に
わ
か
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

学
校
で
資
料
を
配
付
し
て
も
ら
う
な
ど

広
報
活
動
と
主
旨
の
徹
底
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

腰
岳
、
炭
山
等
の
観
光
資
源

の
開
発
に
つ
い
て

河
川

a
金
武
は
腹
岳
の
正
面
に
位
置
し
、

Z
圃
‘
圃'u・

駅
か
ら
量
り
、
農
免
道
路
ま
で

は
市
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
先
の
林
道
ま
で
が
道
幅
が
狭
く
離

合
で
き
な
い
の
で
、
整
備
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
腰
岳
の
干
畳
敷
に
展
望
台
を
つ

く
っ
て
、
そ
こ
か
ら
腰
岳
山
頂
の
白
岩

~.有田川を申心とした二塁
i I 町のまちづ〈りについて

l・膿岳、炭山等の観先資源
マlの開発について

f万
ま
で
登
っ
て
い
け
る
遊
歩
道
が
で
き
れ

ば
、
盆
武

1
腰
岳

(ト
ラ
ピ
ス
ト
千

畳
敷

白

岩

)
i
大
川
内
山
と
い
う
コ

ー
ス
な
ど
観
光
資
源
に
な
ら
な
い
か
。

-
可
圃

[産
業
部
長
}
千
畳
敷
は
ト
ラ

・
断
固

ピ
ス

ト
修
道
院
の
所
有
で
あ

り
、
市
が
借
用
し
て
い
ま
す
。
昭
和
引

年
に
腰
岳
区
域
が
県
立
自
然
公
園
に
編

入
し
た
た
め
契
約
を
や
り
直
し
、
そ
の

内
容
の
中
に
「
ト
ラ
ピ
ス
ト
の
本
来
の

目
的
達
成
の
た
め
静
寂
を
保
つ
よ
う
特

に
留
意
し
て
下
さ
い
」
と
あ
り
ま
す
。

[市
長
]
昨
日
、
修
道
院
の
院
長
と
も
話

し
た
が
、
千
畳
敷
は
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道

院
の
精
神
文
化
の
拠
点
と
位
置
付
け
て

あ
っ
て
、
静
か
に
見
守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
考
え
を
お
持
ち
で
し
た
。

展
望
台
に
つ
い
て
は
非
常
に
難
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
服
岳
の
山
頂

に
登
る
遊
歩
道
に
つ
い
て
は
一
向
に
差

し
支
え
な
い
し
、
マ
リ
ア
像
な
ど
見
学

す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
お
互
い
の

領
域
を
わ
き
ま
え
な
が
ら
修
道
院
の
周

辺
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
林
道
へ

行
く
道
は
、
通
行
が
少
な
く
整
備
を
す

れ
ば

2
億

5
0
0
0
万
円
か
か
り
、
財

政
的
に
も
困
難
で
投
資
効
果
は
少
な
い

の
で
、
今
後
の
検
討
項
目
と
し
て
取
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

苅
司

a
平
成
M

同
年
に
棚
団
地
域
保
全
対

院
H
E園
策
事
業
が
完
成
し
、
全
国
棚
田

fで1

百
選
に
参
加
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
棚
田

を
守
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
や
っ

て
い
る
。
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
炭
山

集
落
あ
げ
て
努
力
し
て
い
る
が
、
事
業
に

よ
っ
て
は
地
元
負
担
金
が
捻
出
で
き
な
い

の
が
現
状
だ
。
現
在
は
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
の
交
付
金
の
恩
恵
を
受
け
棚

田
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
が
、
平
成
句

年
以
降
も
こ
の
制
度
の
継
続
を
お
願
い

し
た
い
。

.
‘
圃

[市
長
]
中
山
間
地
域
の
交
付
金

.
既
圃
制
度
は
平
成
ロ
年
か
ら

5
年
間

の
時
限
措
置
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
で
す
。
来
年
度
か
ら
ど
う
す
る
の

か
財
務
省
が
難
色
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

議
会
で
も
意
見
警
の
採
択
が
あ
り
、
伊

万
里
市
と
し
て
も
国
県
に
対
し
て
こ

の
事
業
を
続
け
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て

い
ま
す
。

司
司

a
国
道
4
9
8号
線
沿
道
周
辺
の
農

開
M
U園
地
や
山
林
が
宅
地
造
成
さ
れ
、
下

水
道
の
施
設
が
な
い
ま
ま
に
ホ
テ
ル
な
ど

が
建
設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、
日
本
の
農
業
農
村
の
風
景

を
維
持
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
の
で
規

制
の
方
法
は
何
か
な
い
か
を
お
尋
ね
し

た
い
。

長例 ・河・

生基圃・圃

1宝づの ごZ
tfiく開崖
台 開発 ニニ
長 発は 1
の 申、 λ
切論市計
竺書の O
Tに環平
明地境方
で区保 Lf
+の全以
Y。区条上

地
元
と
し
て
同
意
を
す
る
と
き
の
条
件

を
、
き
ち
ん
と
開
発
業
者
か
ら
聞
い
て

同
意
を
す
る
こ
と
が
歯
止
め
策
だ
と
思

い
ま
す
。

「第10回さわやか伊万里タウンミーテイングJは8月27日(金)松浦公民館で開催します。

河
川

a
伊
万
里
市
に
も
炭
山
の
よ
う
な

開

u・
棚
田
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う

が
、
今
年
は
相
知
町
で
全
国
棚
田
サ
ミ

ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
伊
万
里
市
も
全

国
棚
田
連
絡
協
議
会
に
加
入
し
て
い
た

だ
け
な
い
か
。

-
司
圃

{市
長
}
棚
田
米
な
ど
を
活
用

官
酷
し
、
地
域
お
こ
し
を
し
よ
う
と

い
う
動
き
が
全
図
的
に
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。
伊
万
里
市
も
棚
田
連
絡
協
議
会

に
加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
山
間
地

域
棚
田
の
保
全
や
活
用
を
自
治
体
と
し

て
推
進
し
て
い
く
姿
を
見
せ
て
い
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

※ ⑪ IMARI 
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- 受付期間

・受 付時間

・一次試験日

・会 場

・申込・間合先

目監語恒星藷三重厄需琶a・

8月2EI {月 )~8 月 20 日(金)※郵送の場合は20日の消印のあるものまで

午前811寺30分~午後5時 15分(土・日除く)

9月19日(日)

伊万里中学校

iii>848-8501 伊万里市立花町 1355番地1

伊万里市役所総務課職員係 (8@21 1 1内線4l8) 

炉直接受け取る傷合 8月2日(月)以降、総務課職貝係で配布します

砕郵送で請求する場合 封筒に 『職員採用試験申込舎前求』と朱書きし、 l20円切手を

1!liった宛先明記の返信用封筒{A4サイズ)を同封のこと

炉インターネットから 8月2日(月)以降、伊万盟市のホームページから様式をダワ
ダウンロードする場合

ードし、印刷して使用することができます

伊万里市のホームページ http://www.city.imari.saga.jp/ 

E c:田頃君臨~:ftÞ.司凶Eξ量

ー一般事務 教授試験(高等学校卒業程度)

炉土 木 教王室試験および専門試験(高等学校卒業程度)

Ovt~董週
ー給与 新規卒業者の初任給は下記のとおりです。

(現行) このほか、扶養、住居、迎勤、期末、勤勉、1時間

外勤務手当などの諸手当が支給されます

初任給

138，800円

148，500円

160，200円

惨勤務時間 原則午前8時30分から午後5時15分まで

完全週休2日制 {i1!l401時間勤務)

LJ沼五回航調車置E謂m.il院，，""".;渇医車主主Ir.謂

試験区分 予定人数 J声MミL 験 資 格

学歴は問いません

一般事務 若干名
下記の住所要件のいずれかに該当すること

①平成16年4月1日現在伊万里市に住民登

昭和52年4月2日から
録をし、引き続き居住している人

②伊万里市に居住する人(①に準ずる)によ
昭和62年4月1日まで

って仕送りを受け、市外に一時的に居住し
に生まれた人

ている人(学生等)
土 木 若干名 ③伊万里市に居住していた人で、当時生計を

ーにしていた人(現に伊万里市居住者)を

残し、市外に居住している人(会社員等)

.. 

IMARI(fJ 
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. 議窃溺』鋸陸観詔

ぺ

の
ま
ち

e

つ
く
り

推
進
計
画
策
定

検
討
委
員
会
が
発
足

人
が
生
き
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
食
。
こ

の
食
を
切
り
口
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
指
進
す
る
た
め
、

7
月
7
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

『第

1
回
食
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
計
画
策
定
検
討
委
員
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
食
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
民

学
博
士
の
平
岡
山
且
氏
お
よ
び
各
級
関
係
団
体
か
ら
の
推

薦
者
げ
人
、
公
募
の
委
員

3
人
、
市
職
員

8
人
、
あ
わ
せ

て
お
人
の
委
員
に
委
眠
状
を
交
付
し
ま
し
た
。
今
後

6
回

程
度
の
会
議
を
重
ね
、
食
宣
言
の
起
草
や
推
進
計
画
案
を

策
定
す
る
予
定
で
す
。

@アドバイザーの農学博士
平岡豊氏

。第1回食のまちづくリ推進
計画策定検討委員会のようす

r、

のまちづく り推進計画に
関する意見を募集!

00 

O 

-応募方法 郵送、 FAX、Eメル

・応募期限 8月20日(金)
.応募・間合先

⑨ 848-8501 
伊万里市立花町1355番地1
男女協働まちづくり課

(B@2111内線485、困 ⑫7213) 
Eメールアドレス

danjo-machizukuri@city.imari.lg.jp 
大 l

本
市
に
は
、
伊
万
里
牛
を
は
じ
め
、
生

産
高
西
日
本
一
の
梨
や
キ
ュ
ウ
リ
、
小
、
不

ギ
、
梅
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
多
く
の
伊

万
里
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
内
各
地
に
炭
産
物
の
直
売
所
が

で
き
、
生
産
者
の
顔
の
見
え
る
新
鮮
で
安

全
な
農
産
物
が
販
売
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
元
食
材
を
使
っ
た
商
品
の
開
発

・
研
究

も
進
ん
で

い
ま
す
。

市
民
レ
ベ
ル
で
は
、
地
元
食
材
を
使
っ
た

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
な
ど
地
産
地

消
に
よ
る
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る

「伊
万
里
の
食
を
豊
か
に
』
実
行
委
員
会
や
、

地
元
の
特
産
物
で
あ
る
黒
米
で
ま
ち
お
こ
し

を
し
て
い
る

『川
内
野
コ
メ
C
O
M
E
倶
楽

部
』
。
さ
ら
に
は
、
伊
万
里
を

『お
菓
子
の

里
』
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と

『お
菓
子

ま
つ
り
』
を
開
催
し
て
い
る

『伊
万
里
お
菓

子
倶
楽
部
』
な
ど
、
食
を
切
り
口
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、

市
民
レ
ベ
ル
で
の

『食
』
に
対
す
る
機
運
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
食
生
活
が
急
激
に
変
化
す
る
な

か
、
健
康
を
保
つ
上
で
も
、
子
ど
も
た
ち

に
食
べ
物
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
伊
万
里
の
食
を
生
か
し
た

観
光
振
興
を
図
る
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り

が
必
嬰
で
す
。

ふ
る
さ
と
伊
万
里
の
よ
さ
を
再
認
識
し
、

住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
え
る
伊
万

里
づ
く
り
を
す
る
た
め
、
食
の
ま
ち
づ
く

り
柑
進
計
画
に
感
り
込
む
べ
き
、
あ
な
た

の
自
由
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

(!) IMARI 
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-児童扶養手当

福祉課子育て支援室

(宮⑫21 1 1内線257)

8
月
日
日
(
水
)
i
U
日
(
金
)

-特別児童扶養手当

福祉課社会福祉係

(包⑫21 1 1内線261)

受
付
期
間

I目
.ILf 

扶

手
当
と

手
当

特
別
児

扶

て
い
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

0

0
新
規
申
請

新
規
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
手
当
は
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る

と
、
申
請
を
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

。
手
当
額

マ
l
級

(
重
度
)
該
当
児
童

1
人
に
つ
き

月

額

5
万
9
0
0
円

マ
2
級
(
中
度
)
該
当
児
童
1
人
に
つ
き

月

領

3
万
3
9
0
0
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
支
給
停
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

。
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
届
け
出
が
必
要

で
す

マ
対
象
児
童
が
福
祉
施
設
に
入
所
し
た
と
き

マ
対
象
児
童
ま
た
は
受
給
者
が
住
所
変
更

を
し
た
と
き

マ
対
象
児
童
の
障
害
の
程
度
が
変
わ
っ
た

シ
」
き
C

マ
引
き
続
き
手
当
て
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
(
再
診
断
)

マ
公
的
年
金
の
受
給
者
は
該
当
し
ま
せ
ん

マ
所
得
制
限
が
あ
り
、
一
部
支
給
や
全
額
支

給
停
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
(
所
得

の
範
囲
に
は
養
育
費
を
含
み
ま
す
)

マ
世
帯
を
分
け
て
い
て
も
同
居
の
家
族
が

い
る
場
合
は
、
そ
の
所
得
に
よ
り
全
額

支
給
停
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

マ
母
子
家
庭
と
な
っ
て
、
平
成
同
年
4
月

1
日
現
在
で

5
年
を
経
過
し
た
人
は
該

当
し
ま
せ
ん

。
新
規
申
請

新
規
申
識
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

手
当
は
認
定
を
受
け
る
と
、
申
請
を
し

た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

。
手
当
額

マ
全
額
支
給
の
場
合

月

額

4
万
1
8
8
0
円

マ
一
部
支
給
の
場
合

月

額

4
万
1
8
7
0
円
i

。
資
格
喪
失
届

資
格
が
喪
失
し
た
と
き
は
、
必
ず
資
格

喪
失
屈
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け

出
を
し
な
い
ま
ま
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
と
、
資
格
喪
失
事
実
の
発
生
の

翌
月
分
か
ら
返
逃
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
資
格
が
喪
失
す
る
の
は
、
次
の

場
合
な
ど
で
す

マ
受
給
者
や
対
象
児
童
が
婚
姻
(
事
実
婚

を
含
む
)
し
た
と
き

マ
受
給
者
や
対
象
児
童
が
公
的
年
金
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

マ
対
象
児
童
が
受
給
者
の
生
計
と
別
に
な

っ
た
と
き

マ
対
象
児
童
が
稲
祉
施
設
に
入
所
し
た
と
き

.現況届

児童扶養手当と特別児童扶養

手当を受けている人は、必ず

期限内に現況届を提出してく

ださ L、。現況屈がないと手当

の支給が差し止められます

.受付期間(土・日は除く)

8月11日(水)~27 日(金)

※届出対象者には通知します

児
童
扶
養
手
当
と
は

父
母
の
離
婚
や
父
の
死
亡
、

-
年
以
上

の
遺
棄
な
ど
に
よ
り
、
父
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
し
な
い
児
童
(
同
歳
に
な
っ
た
最

初
の

3
月
幻
日
ま
で
、
ま
た
は
初
歳
未
満

の
障
害
児
)
を
監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は

縫
育
者
に
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
児
重
扶
養
手
当
と
は

身
体
・
知
的
ま
た
は
精
神
に
中
度
以
上

の
障
害
の
あ
る
加
歳
未
満
の
児
童
を
昨
加
護

し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
養
育

者
に
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
対
象
と
な

る
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

Q
U
只
U
R
U
ハU
田
川

マ
第
2
子

5
0
0
0
円
、
第

3
子
以
降

l
人
に
つ
き
3
0
0
0
円
の
加
算

「
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.喰額弱』鍵齢窃謹吾

暮らしに

生かされる資金

簡易生命保険積立金

市は、市民生活に欠かせない公共施設などを計画

的に整備しています。

これらの施設整備には、皆さんの税金や園、県の

補助盆などを充てていますが、そのほかに各種の資

金を借り入れています。

平成15年度は、その資金を利用して次の施設、設

備などを整備しました。

ぺ/1 OJtlJ11京子毒事業
歩行者の通行の安全と沿線地域の発展を図るため、

道路の整備を行いました

[事業費 2，000万円

fiPwli-'霊) 1，930万円

/1 m庁第/j\:F校~tJf喜言葉
施設の老朽化に伴い、平成14年度からの継続事

業として、教育環境の整備を行いました

[事業費 4億7，574万円

m:e菌室)2億2，670万円

/11出!減7o.'ff!i9l.罫星u&A害事青葉
高齢化やバリアフリー社会に対応するとともに、

地域の生涯学習の推進や社会教育の振興を図る

ために、公民館の移転・改築を行いました

[事業費億4，686万円

e霊菌室) 7，910万円

表
理
事
は
「
我
々
が
取
り
組
む
事
業
に
よ

り
、
国
産
杉
の
訴
要
の
高
ま
り
ゃ
側
格
の

安
定
、
さ
ら
に
環
境
面
で
は
、
採
算
が
合

わ
な
い
た
め
放
置
さ
れ
て
き
た
森
林
の
渡

備
や
保
全
の
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
安

価
な
外
国
材
に
押
さ
れ
、
木
材
業
界
は
大

変
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
世
界
と
の
競
争

に
勝
ち
残
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と

抱
負
を
諮
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
塚
部
市
長
は
「
今
回
の
進

出
は
、
雇
用
の
拡
大
は
も
ち
ろ
ん
、
九
州

の
林
業
振
興
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る

も
の
で
す
。
今
後
も
関
連
企
業
の
誘
致
を

進
め
、
日
本
で
も
屈
指
の
木
材
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

酉
九
州
木

伊材
万事
里業
団協
地聞

に翌
咽車 CI

出が

山
代
町
梢
久
の
伊
万
里
団
地
に
、
木
材

加
工
や
販
売
事
業
を
行
う
商
九
州
木
材
事

業
協
同
組
合
の
進
出
が
決
ま
り
、

7
月

2

日
、
市
役
所
で
進
出
協
定
調
印
式
が
あ
り

ま
し
た
。

同
組
合
は
、
県
内
の
造
林
業
、
木
材
卸

売
業
、
森
林
組
合
な
ど

7
団
体
か
ら
な
り
、

資
本
金
は

8
0
0
0
万
円
。
九
州
一
円
か

ら
国
産
杉
を
入
荷
し
、
主
に
集
成
材
の
材

料
と
し
て
製
材
、
平
成
凶
年
に
同
団
地
に

進
出
し
た
木
材
メ
ー
カ
ー
中
国
木
材
側

(広
島
県
呉
市
)
な
ど
に
販
売
す
る
計
画

で
す
。
敷
地
は
約

2
万

9
0
0
0川
市
ト
ヘ

工
湯
や
事
務
所
な
ど
の
建
設
を

8
月
か
ら

着
工
し
、
来
年

1
月
に
は
新
工
場
が
稼
動

す
る
予
定
で
す
。
従
業
員
は
地
元
採
用
の

ロ
人
を
含
め
た
同
人
で
ス
タ
ー
ト
。
最
終

的
に
は
お
人
(
う
ち
地
元
採
用
犯
人
)
の

雇
用
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
印
を
終
え
た
同
組
合
の
林

雅
文
代

@ IMARI 



.喰場溺鮭争勝事窃昌

を楽しもう伊万里の

|夏の施設情報 |

イ
マ
M
vu
d
巴
3
貝
す
が

窃
怨
拾
を
的
知
内
d

之

ωる

黒
川
町
の
人
工
海
水
浴
場

『イ
マ
リ
ン
ピ

l
チ
』
で、

7

月

l
日
海
聞
き
が
あ
り
ま
し

た
。海

水
浴
シ
ー
ズ
ン
中
の
無

事
故
と
、
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
で
に
ぎ
わ
う
よ
う
に
と
祈

願
し
た
あ
と
、
か
わ
い
い
水

約
に
約
替
え
た
問
掛
川
町
と
波

多
津
町
内
の
図
児

1
3
2
人
が

地
引
き
網
に
挑
戦
し
た
り
、
車

工ビ
1
0
0
0
川
口
を
放
流
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
絶
好
の
天
気

に
恵
ま
れ
、
海
も
最
高
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
。
図
児
た
ち
は
、

今
年
初
め
て
の
海
に
、
水
を
か

け
あ
い
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

イ
マ
リ
ン
ピ

l
チ
は
波
怖
か

で

『日
本
の
水
浴
場
関
選
』

(平

成
日
年
)
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

伊
万
里
の
暑
い
夏
を
イ
マ
リ
ン

ピ
ー
チ
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

.利用期間

7月 1[1-8月31日
.利用料金

イ'，j;Jlf(施設 1000円/1豆町
コイ ンロッカー 200f'l 
シャワー 200円

※予約・閉会先

イ7 リンピーチ管理事務所

(ft⑫2477) 

(巳dキ~I敏ま習~rr.J'毛主〉
ピノキオの家はどなたにも利用

できます。木工芸品を作ったり自

然の中で遊んだり楽しい思いl却を

作りませんか。

ー場所 大川内町吉間(腰岳1"1-'腹)

砕開館日 土、 目、祝祭日、夏休

み、春休み

砕時間 101時-161時

'周辺施設 ミステリーハクス、

アスレチック遊具など

炉工異使用料 100円(材料費lJlj)

'間合先 J1!l林水産諜

2③21 11内tM94
ピノキオの家(木工芸センター)

合②2822

弐叩
川
肉
幽
宇
品
r
h
d
司d
窃
訪
日
司
d
h
d

大
川
内
山
キ
ャ
ン
プ
場
が

7
月
日
日
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

利
用
期
間
は
、

7
月
日

日
か
ら

9
月

5
日
ま
で
。

1
基
旧
人
ま
で
利
用
で
き

る
テ
ン
ト
プ

レ
l
ス
同
基

(l
泊

2
1
0
0
円
)
を

備
え
、
研
修
室
、
大
小
休

閉
山
室
も
完
備
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

一
度

利
用
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

V
予
約
・
間
合
先

大
川
内
山
キ
ャ
ン
プ
場

(宮
⑫
5
5
9
9
)
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市制50周年記念事業

|蒜言222|
ふるさと伊万里を

もっと知ろう

市
制
印
周
年
記
念
事
業

『ジ
ュ

ニ
ア
体
験
伊
万
里
学
講
座
』
の
開

講
式
が

7
月
3
日
、
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
前
座
は
、
子
ど
も
た
ち
が

伊
万
里
の
庇
史
や
文
化
を
市
全
体

同
一

ぺ

を
教
室
と
し
て
体
験
的
に

学
ぶ
も
の
で
、

こ
の
日
か

ら
け
月
ま
で
計
山
日
間
開

催
。
地
域
の
専
門
家
を
講

師
に
迎
え
、
焼
き
物
作
り

や
伝
統
芸
能
体
験
、
カ
ブ

ト
ガ
ニ
や
ツ
ル
の
観
察
な

ど
を
通
し
て
郷
土
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

参
加
し
た
の
は
、
市
内

の
小
学

4
1
6
年
生
幻
人
。
初
回

の
こ
の
日
は
、
市
役
所
や
市
議
会

議
場
を
探
検
す
る

『市
役
所
探
検
』

が
行
わ
れ
、
そ
の
役
割
や
仕
事
内

容
に
つ

い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
ま

た
庁
舎
屋
上
で
は
、
原
都
市
長
が

。
市
庁
舎
屋
上
で

塚
部
市
E
R

か
講
話

@
市
議
会
議
場
内

も
見
学
し
ま
し
た

ァ・
泊目
[;JI 
[:1 
司.
ーー，品、.
た目
さ目
と目
生E
j舌目
体目
験目
週目
挙目
塾目
色...  

吾
ど
も
た
ち
だ
け
の
共
同
生
活

親
元
を
雌
れ
、
共
同
生
活
を
し

な
が
ら
学
校
に
通
う

『ふ
た
さ
と

生
活
体
験
迎
学
塾
』
が
7
月
3
日

か
ら

ω日
ま
で
、

二
盟
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
共
同

生
活
の
中
で
、
家
族
を
大
事
に
す

る
気
持
ち
ゃ
お
互
い
を
理
解
し
、

思
い
や
る
心
を
育
て
る
こ
と
。
ま

た
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
た
行
動

を
肌
身
を
持
っ
て
体
験
す
る
こ
と

講
師
と
な
り
、
市
街
地
を
見
渡
し

な
が
ら
伊
万
里
の
自
然
や
歴
史
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
。
子
ど

も
た
ち
は
め

っ
た
に
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
風
設
に
見
入
り
な
が
ら

熱
心
に
誌
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

な
ど
を
身
に
付
け
る
た
め

『二
里

町
を
な
ん
と
か
し
ゅ
う
会
』
が
主

催
し
た
も
の
で
す
。
参
加
し
た
二

里
小
学
校
の

4
年
生
か
ら
6
年
生

の
児
童
幻
人
は
、

7
泊
8
日
の
期

間
中
、
食
事
や
洗
濯
、
掃
除
な
ど

身
の
回
り
の
ほ
と
ん
ど
を
自
分
た

ち
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
明
日
が
帰
宅
と
な

る
日
以
後
の
宿
泊
目
、
夕
食
を
自
分

た
ち
で
作
っ
た
子
ど
も
た
ち
は

「
帰
っ

た
ら
テ

レ
ビ
が
見
た
い
」

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
顔
を
見
せ
な

い
と
寂
し
が
っ
て

い
る
」
な
ど
と

話
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
食
事
を
し

て
い
ま
し
た
。

f町、

郷
土
の
文
化
財

14寺
中メJ 軍

内 いや

図 clじさ

啓 -み2
2吾 JLっ 愛

スえf長
わ 11つ立
り そち
に .Jjll.:(J 1) 

成
二ム

し
た
4南
島

青
磁
三
足
付
皿
は
、
盛
期
の

典
型
的
な
木
杯
形
の
鍋
島
の

尺
皿
と
比
べ
て
、
や
や
径
が

小
さ
い
の
で
、
大
川
内
山
で
鍋

島
藩
窯
が
開
か
れ
た
と
さ
れ
る

延
宝
3
年

(1
6
7
5
)
か
ら

閏
も
な
い
時
期
に
つ
く
ら
れ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

口
縁
を
少
し
立
ち
上
が
ら
せ

て
、
そ
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
を
し

ぼ
っ
た
よ
う
な
成
形
を
し
て
い

ま
す
。低

い
高
台
の
外
側
に
、
雲
形

を
し
た
三
つ
の
足
が
あ
り
ま

す
。
三
足
付
皿
は
木
杯
形
の
高

台
血
に
比
べ
て
優
れ
た
作
品
が

多
い
と
さ
れ
ま
す
。

.

鍋
島
青
磁
に

一
般
的
な
、
や

や
青
み
を
お
び
た
明
る
い
緑
色

の
発
色
と
は
異
な
り
、
濃
く
深

い
緑
色
に
発
色
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
中
国
青
磁
を
真
似
た
と

考
-
え
ら
れ
ま
す
。

鍋
島
が
誕
生
し
た
の
は
、
閉

か
ら
清
へ
の
王
朝
交
代
に
よ
っ

て
、
中
国
磁
器
が
日
本
へ
こ
な

く
な
り
、
中
国
磁
器
を
将
軍
家

へ
献
上
し
て
い
た
鍋
島
家
が
、

そ
れ
に
代
わ
る
国
産
で
畠
品
質

の
磁
器
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
の

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

底
を
蛇
の
目
状
に
削
り
、
簿

く
鉄
紬
を
塗
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
も
底
が
赤
く
発
色
す
る
中
国

磁
器
を
真
似
て
い
ま
す
。

鍋
島
の
成
立
に
中
国
磁
器
の

影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
一示
す
貴

重
な
作
品
で
す
。

~/MARI 
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夏本雷!ピーチバレーに若者が集った
黒川町のイマリ ンピーチで 『イマリ ンフェスタピー

チバレー大会』が開催されました。12回目を迎える今

年の大会には県内外から120チームが参加、熱戦を繰

り広げました。また当日は、ピーチバレーのプロ選手

として活雌中の山本辰生 ・畑信也さんベアをゲス トに

迎え、ピーチバレー講座も開催。ラジオパーソナリテ

イの村上陸こさんの'1聖快なおしゃべりもあり、ピーチ
は一日中11寄り上がりをみせていました。

笑いすぎてアゴが舛れそうです
ものまねタレン ト消水アキラさんによる 『爆笑ものま

ねライブ』が市民センターでありました。当日は昼 ・夜

の21!'!1の公演が行われ、会場にはたくさんの人たちが詰

めかけました。公演では、有名歌手のものまねやおもし

ろおかしいおしゃべりに観客は大喜びでした。

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事や話

題を待っています。市役所広報係へご連絡下さい。

323-2111 (内線207)

海岸をきれいにして待っています
カブトガニの産卵を前に、木須町多々良海岸の清掃

が行われま した。当日は 『カプトガニを守る会』と伊

万里高校の生徒らが参加し、産卵湯所にあるゴミや漂

泊物を取り除きました。生徒たちは産卵に訪れるカブ

トガニを増やそうと真剣に取り組んでいました。

やってみよう!バケツの申で稲作り
二里町中田の炭山地区でj足業体験スクーノレがありま

した。当日は台風の影響もあり、 1:1"回公民館で 『バケ

ツ稲づくり』学習会を開催。参加した親子は地元の皆

さんの指導のもと、パケツの"1'に古iを植えました。こ
の苗は自宅に持って帰り自分たちで育てるそうです。

JMIjf114ID 



住まいの要。職人按が勢ぞろい
県木工業協同組合の伊万里地区紐合員による 『建具

展』が市民図書館でありました。出品作品10点の中に

は、第36回全国建具展示会で内閣総理大臣賞を受賞し

た大坪町の松尾克美さんの作品もあり、訪れた人たち

は職人の技に見入っていました。

.. 

みんなの夢もふくらむ会(ほし)まつり
市民図書館の誕生日を祝う 『図書館食(ほし)まつり』

が10日、 11日の2日間行われ、趣向を凝らした多彩な

催しにたくさんの人たちが詰めかけました。特にノVレ

ーンアートのコーナーは子どもたちに大人気。風船が

形を変えていく様子にみんなの目はくぎつけでした。

みんなの願いごと、かなうかな?
市内の幼稚園 保育園の陸l児たちが、アーケード内に

七夕飾りを行いました。この日は、大坪保育園の園児た

ちがアーケード中央部にある古伊万里公園を訪れ、七夕

飾りを作成。自分たちで作った色とりどりの飾りをとり

つけ、出来上がりを満足そうに見上げていました。

h -、セ

戸}

ビジネスチャンスを求めて熱い議論
市が進める 『伊万里ーアジアネットワーク事業』のーっ

として 『中国経済セミナーjが市民センターで聞かれまし

た。当日は、急速な発展壱続ける中国経済について、伊藤

忠ビジネス戦略研究所の松村滋弥所長が講演。会場いっぱ

いに詰めかけた参加者は熱心に聞き入っていました。

大
川
町
の
お
年
寄
り
に
高
齢
者

支
通
安
全
指
導
員
を
蚕
曙

近
年
、
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
が
摺
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伊
万
里
市
交
通
対
策

調
S
F

i

M
町
田

a
協
議
会
は
、
大

FME-----E川
公
民
館
で
大

w・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
園

川
町
老
人
ク
ラ

同

幽
喝
唱・
司
.
.
 Ea
ブ
の
代
表
者
刊
は

寸
圃
司
，

A
Q
A
DF
人
に
一
回
同
齢
者
交

・
司
週
勾

Jf

d
l
h

通
安
全
指
導
員

開
札

f
'
'
iト
i

を
委
嘱
し
ま
し

T
Z
L
F
r
u
I
ZUMF
-一。

-
hrι

・・j
s
dv

‘EV
Z

+ι

1
f
v

し
q
d
F
師

陣

一

今
後
指
導
員

長
制
¥

己

目
圃
田
は
、
老
人
ク
ラ

掴

W
E
E
-
-園
田
園

ブ
会
員
へ
の
交

通
事
故
情
報
の
伝
達
や
交
通
安
全
教
室
の
開

催
に
取
り
組
み
ま
す
。

暑
申
見
舞
い
は
が
き

市
交
通
対
策
協
議
会
と
伊
万
里
一
地
区
交
通

安
全
協
会
、
伊
万
里
警
察
署
は
、
市
内
の

一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
約

3
0
0
人
に
、
交
通

安
全
の
阻害
中
見
舞
い
は
が
き
を
出
し
ま
し
た
。

立花小学校 1年生

前田祐輔くんの作品

(IDIMARI 
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友清サタさん||松浦町下平

~ 

友
清
サ
ダ
さ
ん
(
松
浦
町
下
平
)

が
6
月
お
日
、
め
で
た
く
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
塚
部
市
長

か
ら
百
寿
記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

お
し
ゃ
べ
り
好
き
な
サ
ダ
さ
ん

は
、
毎
日
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
の

で
家
族
の
中
で
も

一
番
の
情
報

通
。
国
会
中
継
も
欠
か
さ
ず
見
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
で
も
自
分
で

針
に
糸
を
通
し
て
ボ
タ
ン
を
付
け

る
こ
と
が
で
き
、
百
歳
と
思
え
な

い
ほ
ど
と
て
も
お
元
気
で
す
。

市
長
が
「
百
歳
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
内
一
の
長
寿
を
め

ざ
し
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け

る
と
、
サ
ダ
さ
ん
は
「
家
族
に
と

て
も
よ
く
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ほ
ん
と
う
に
長
生
き
し
て
よ

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
に
っ
こ
り
。
家
族
に
囲

ま
れ
な
が
ら
幸
せ
そ
う
に
ほ
ほ
え

ん
で
い
ま
し
た
。

IMARI fZ!) 

公
演
前
に

zdど
も
向
け

虫

の

を

の

閃

と

ゆ

る

籾

を

あ

き

顔

の

花

の

必

う

は

な
ほ
続
き
を
う

四9季a詩F

ぬ

う

の

奇

お

も

込

す

同

仏字
句T

能
楽
帥
に
よ
る

子
ど
も
向
け

『能
』

講
座
が

6
月
鈎
目
、

伊
万
里
保
育
園
と

市
民
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た。

こ
れ
は
、
市
制

印
周
年
記
念
事
業

『水
上
新
能
』
が
7

月
引
日
、
伊
万
里

川
河
畔
で
行
わ
れ

る
に
あ
た
り
、
子

ど

も

た

ち

に

も

「抽出
』
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
お
う
と

開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。

』也
、司

7

一
室
咋
ゐ
ハ

谷
川
棚

久
保
咽

露

座

当
日
講
演
し
た
の
は
、
能
楽
師

脈
尾
維
教
き
ん
を
は
じ
め

『燃
の

会
』
の
会
員

5
人
。
伊
万
里
保
育

園
で
は
、
闘
児
た
ち

1
0
0
人
に

泣
き
方
や
速
く
を
見
る
仕
草
な
ど

『能
』
の
独
特
な
表
現
を
一
つ

一

つ
て
い
ね
い
に
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
太
鼓
や
鼓
、
笛
を
実
際
に

演
奏
し

『能
』
を
披
露
。
そ
の
迫

力
に
は
園
児
た
ち
も
び
っ
く
り
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
園
児
た
ち
は
鼓
や
笛

の
演
奏
に
挑
戦
。
初
め
て
見
る
楽

器
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
好
き

な
楽
部
を
実
際
に
手
に
と
っ
て
、

会
員
か
ら
持
ち
方
や
演
奏
の
仕
方

を
習
い
ま
し
た
。

青
t、Hz 

~ 
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もっと伊万里の『震』と『食』を知ろう|

トラン畑の中のレス

4
月
か
ら
毎
月
開
催

消
沈
者
が
生
産
者
の
も
と
に
出

向
き
、
実
際
に
生
産
現
場
を
見
た

り
、
料
理
を
食
べ
た
り
す
る
こ
と

で
、
内
刷
業
や
山
産
物
へ
の
邸
仰
や

愛
泊
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
毎

月

『旬
の
食
材
』
を
テ
!

?
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は

「
伊
万
里
キ
ュ
ウ
リ
」

7
月

8
日
、
第

4
回
畑
の
中
の

レ
ス
ト
ラ
ン
が
開
催
さ
れ
、

『
伊

万
里
キ
ュ
ウ
リ
』
を
テ
!

?
に
市

内
外
か
ら
お
人
が
参
加

し
ま
し

た
。伊

万
単
市
は
県
内
応
大
の
産
地

で
、
露
地
栽
培
出
家
九
戸
と
施
設

栽
培
民
家
日
戸
が
減
内
抗
措
殺
培
や

ト
レ
ー
サ
ピ
リ
テ
ィ

l

(生
産
履

歴
)
体
制
を
確
立
。
収
穫
さ
れ
た

キ
ュ
ウ
リ
は
、
関
東
・
関
西
を
中

心
に
出
荷
さ
れ
、

今
や

『伊
万
里

キ
ュ
ウ
リ
』
と
し
て
信
頼
の
ブ
ラ

ン
ド
を
築
き
上
げ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
今
回
は
、
黒
川
町
州
川
内

の
キ
ュ
ウ
リ
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
ま
し

た
。
現
地
に
泊

い
た
参
加
者
は

戸
工
」で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
育
て

ら
れ
て
い
る
の
か
」
と
興
味
津
々
。

ハ
ウ
ス
に
入
る
と
ま
ず
、
そ
の
広

さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

生
産
者
か
ら
「
カ
ボ
チ
ャ
に
キ

ュ
ウ
リ
を
接
ぎ
木
す
る
と
強
く
な

っ
て
生
長
す
る
」
「
ほ
と
ん
ど
良
薬

を
使
っ
て
い
な
い
の
で
そ
の
ま
ま

食
べ
ら
れ
ま
す
」
な
ど
と
説
明
を

受
け
る
と
、
参
加
者
は
も
ぎ
た
て

の
キ
ュ
ウ
リ
を
食
べ
て

「
そ
の
ま

ま
食
べ
て
も
甘
く
て
お
い
し
い
」

と
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
キ
ュ
ウ
リ
山
家
の
女
川
口

部
に
よ
る
手
づ
く
り
の
キ
ュ
ウ
リ

料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

キ
ュ
ウ
リ
の
ス

l
プ
や

6
積
類
の

漬
物
な
ど
調
理
方
法
の
説
明
を
受

け
る
と
、
参
加
者
は

「昔
は
自
分

の
家
独
自
の
糾
刷
物
が
あ
っ
た
。
こ

の
機
会
に
キ
ュ
ウ
リ
渋
け
を
作
っ

て
見
ょ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
熱

心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

次回

日
時

8
月
白
日

(
金
)

一丁

l
マ

伊
万
里
牛

園圃
hlf月)古負 議員ちゃん

女雅人・さおりさんの長女

おおいし みきと

大 石美里さん(27歳)

青山代町立岩

安松島町

罪33大 るいからゥ マ72SJ25わ
てね重好 J Rヘ ま。ズよ本よかぬた

13425s a・h、収 K57A522お
て度や結 ・"司 ってラれせ。るるおEREZ ERτE Fもンとてわとみ気
おパいた ‘込，4楽ド、 あたき。に
うに女く .I保_.乏しに忌げしも寝入
ね水のさ e‘司r ay hかも近たがいるり
。族子ん 司且 ‘ aF IJつ夢行り大つとは
舘に読 司111..，.，. ， '~た中っ す 好もき
になん ‘町哨 r かなたるきいもく

女かに座 B型

合
お
仕
事
は

二
里
町
の

『
a
u
シ
ョ
ッ
プ
伊

万
里
』
に
勤
め
て

3
年
目
で
す
。

携
帯
電
話
の
販
売
を
し
て
い
ま

す
が
、
次
々
に
新
機
種
が
出
て

く
る
の
で
機
能
を
覚
え
る
の
に

苦
労
し
て
ま
す
。

世
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
す
。
今
年
の

お
正
月
に
職
場
の
み
ん
な
で
山

形
ま
で
い
っ
て
滑
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
行
こ
う
と
、
現
在
み

ん
な
で
積
み
立
て
し
て
ま
す
。

肯
欲
し
い
も
の
は

車
を
買
い
替
え
た
い
で
す
ね
。

で
も
方
向
音
痴
な
の
で
あ
ん
ま

り
遠
く
ま
で
は
運
転
し
た
こ
と

が
な
い
ん
で
す
。

flT IMARI 



8月の町民スポーツ

.南;!Ii多町子ども会連合会キツウベー

スボールーミニバレーボール大会

8時半開会南波多小学校

3日-27日(毎週火，金)

.牧島女子ナイターバレーボール大会

牧島小学校

1日(日)

20時開会

15日 (日)

・山代町民球技大会

8時半開会 山代中学校ほか

さ
を

吹
き
飛
ば
す
力
滋

e 

一一一一~一一

伊
万
盟
・
凶
松
浦
地
区
中
学
校

水
泳
大
会
が
7
月

5
n、
園
児
台

プ
ー
ル
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ

の
中
、
選
手
た
ち
は
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
巣
を
発
抑
し
よ
う
と
力
い

っ
ぱ

い
泳
い
で
い
ま
し
た
。
な
お
、

主
な
競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
{
例
人
の
学
校
名
は
附
称
表
示
)

.
男
子

{
総
合
}
①
伊
万
里
中
④
国
見
中

⑤
啓
成
中
⑥
山
代
中

【切
肘
自
由
形
}

①
原
国
悠
(
闘
)
②
b

山
本
政
一

一

19時半開会

29日 (日)

・大川内町民バレーボール大会

8時15分開会国見台体育館

.波多津町民バレーボール大会

8時開会波多津体育館ほか

.南波多町ソフトボールソフト

バレーボール大会

7時半開会南波多小学校

9月5日(日)

18日(臼)

-黒川町ナイターバレーボール大会

黒川小学校

(
啓
)
③
川
内
大
志
(
沌
)

【1
0
0
M
自
由
形
]

①
'
白
本
政
一
(
啓
)
②
小
松
普

生
(
図
)
③
川
内
大
志
(
沌
)

{
2
0
0
M
自
由
形
]

①
十
M
m
明
男
人
(
伊
)

{
4
O
O
M
自
由
形
】

①
十
日
場
勇
人
(
伊
)

【1
5
0
O
M
自
由
形
]

①
術
主
司
(
伊
)

【

1
0
0
M
平
泳
】

①
脈
問
悠
(
図
)
②
馬
場
史
忠

(山
)
③
荒
木
秀
平
(
伊
)

{
2
0
O
M
平
涼
】

①
永
野
大
熊
(
伊
)
③
川
内
活

実
(
伊
)

【

1
0
O
M
背
泳
]

②
勝
間
住
町
(
伊
)

【

2
0
0
M
背
泳
】

①
松
尾
巧
(
伊
)
②
前
回
崇
善

(
伊
)

【

1
0
0
M
バ
タ
フ
ラ
イ
]

③
小
松
益
生
(
悶
)

山代中学校

8月の市民スポーツ

-山代町民体育大会

8時半開会

{
2
0
0
M
個
人
メ
ド
レ
ー
]

①
松
尾
巧

(伊
)

【

4
0
O
M
メ
ド
レ
ー
リ
レ

l
】

①
伊
万
盟
中
③
国
見
中

【

4
0
O
M
リ
レ
|
}

①
伊
万
盟
中
③
凶
児
中

.
女
子

[
総
合
]
②
伊
万
里
中
③
啓
成
中

④
山
代
中
⑤
園
児
中

{印

M
自
由
形
]

②
前
間
見
掠
(
国
)
③
松
井
は

な

(伊
)

{
1
0
O
M
自
由
形
】

①
前
問
真
嘉
(
図
)
②
藤
麻
里

奈
(
伊
)

【2
0
0
M自
由
形
}

①
前
間
利
沙

(雨
)
②
勝
麻
盟

祭
(
伊
)

[
4
0
O
M
自
由
形
】

①
松
尾
知
香

(
啓
)

{
8
0
0
M
自
由
形
】

③
松
尾
愛
恕
(
伊
)

{
1
0
O
M
平
泳
]

1日(日)

.伊万里ラジオ体操会

6時20分開会 国見台陸上競技場

4日(水)

・国見台ナイター陸上大会

17時半開会 国見台陸上競技場

7日(土)

.市子ども会連合会キックベース

ボール・ミニバレーボール大会

8時半開会国見台体育館ほか

IMARI r!) 

①
小
川
絵
利
香
(
啓
)

②
前
回
新
沙

(
南
)

{
2
0
O
M
平
泳
]

①
小
川
絵
利
香
(
啓
)
③
町
永

涼
子
(
伊
)

【

1
0
0
M
背
泳
]

②
山
下
光

(
伊
)
③
坂
本
彩
夏

(
キ
日
)

【

2
0
O
M
背
泳
】

②
山
下
光
(
伊
)

【

1
0
O
M
バ
タ
フ
ラ
イ
】

①
久
地
浦
雅
子
(
啓
)
③
松
引

は
な
(
伊
)

{
2
0
O
M
バ
タ
フ
ラ
イ
}

①
久
地
浦
雅
子
(
啓
)

{
2
0
O
M
個
人
メ
ド
レ
ー
]

②
前
川
麻
口
(
伊
)

【

4
0
0
M
個
人
メ
ド
レ
ー
】

①
松
尾
知
香
(
啓
)

【

4
0
0
M
リ
レ

l
]

②
伊
万
盟
中
③
山
代
中

・
男
女
{
総
合
】

②
伊
万
里
中
④

啓
成
中
⑤
国
見
中
⑥
山
代
中

大
会
新
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割烹うえだ部

上ノ山クラブ2部勝
同守

勺

第
羽
田
市
民
早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
、

5
月
山
日
か
ら

7
月

4
日
に
か
け
て
、
国
見
台
球
妓
旧
制

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、

1
ー
叫
に
凶
チ

l
ム、

2
部
に
同
チ
ー
ム
が
出
場
。
お
よ

そ
2
か
月
間
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

7
月

4
日
に
は
決
勝
戦
が
行
わ

れ、

1
部
は

『制
烹
う
え
だ
』
が

『プ
ロ
グ
レ
ス
』
を
川
対

2
で
下

し
、
み
ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。

2
部
で
は
今
大
会
初
出
場
の

『
上
ノ
山
ク
ラ
ブ
』
が

『楠
久
津

住
吉
会
』
を
同
対
日
で
破
り
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
巣
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【

1
部
}

優

勝

準
優
勝

3

位

制
烹
う
え
だ

プ
ロ
グ
レ
ス

駒
的
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
A

ヒ
ュ

l
ピ
タ
ル
細
田

※

1
部
の
上
位
4
チ

l
ム
は

8
月

8
日
に
行
わ
れ
る
佐
川
以
県
大
会

に
出
場
し
ま
す

一2部】
優

勝

準
優
勝

3

位

上
ノ
山
ク
ラ
ブ

梢
久
津
住
吉
会

に
り
古
伊
万
盟

閉山岡山

rヲ
一

市

長

旗

争

奪

第

引

回

伊

万

里

市

一

一

少

年

野

球

選

手

権

大

会

一

立
花
少
年
野
球

勝

し
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優

勝

立
花
少
年
野
球

準
優
勝

ブ
ラ
ッ
ク

・
リ
パ

1

3

位

東
山
代
少
年
野
球

大
川
少
年
野
球

市
長
旗
争
務
第
引
回
伊
万
単
市

少
年
野
球
選
手
権
大
会
が
、

7
月

げ
日
か
ら
ゆ
日
の

3
日
間
、
閏
見

台
野
球
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
市
内
か
ら
日
チ
ー

ム
が
出
場
。
決
勝
に
は
立
花
少
年

野
球
と
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
バ
ー
が
巡

山
山
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
、
ブ
ラ
ッ

ク

リ

バ

ー
が
序
盤
か
ら

得
点
を
重
ね
、
後
半
の

6

回
ま
で
に

4
対

O
と
試
合

を
俊
伎
に
進
め
ま
す
。
と

こ
ろ
が

6
回
の
袈
、
立
花

少
年
野
球
が
、

4
点
を
奪

う
猛
攻
で
同
点
と
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
攻
撃
は
統
き

2

ア
ウ
ト

2
些
で
セ
ー
フ
テ

ィ
パ
ン

卜
。

l
坐
へ
の
送

球
に
も
た
つ
い
て
い
る
附

に
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
て

い

た

2
塁
ラ
ン
ナ
ー
が
ホ
ー

ム
へ
生
逃
。
こ
れ
が
決
勝

点
と
な
り
、

5
対

4
で
立

花
少
年
野
球
が
逆
転
優
勝

決勝点となるホームイン (6回裏、立花少年野球)

e IMARI 



身

体

障

害

者

更

生

相
談
所
の
巡
回
相
談

-
日

時

9
月

2
日
(
木
)

-
受
付
時
間

午
後

l
時

1
2
時

※
医
学
的
判
定
は
午
後

2
時

1

-
会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

・
内

容

E~~宜4::l i:'i唱~J::I~
圃E主主何~: :.tミ 司i苛~'If~ìII圃

①
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
に
関
す

る
診
断

(
診
療
科
目

整

形
外

科

・
耳
鼻
咽
喉
科
眼
科
)

②
医
療
に
関
す
る
診
断

③
桶
装
具
の
交
付
ま
た
は
修
理
、
迎

合
な
ど
に
関
す
る
相
談
、
判
定

④
施
設
入
所
な
ど
に
関
す
る
相

談
、
そ
の
他
更
生
指
導
に
関
す

る
こ
と

-
対
象
者

身
体
に
機
能
的
障
害
を
有
し
、

右
記
の
内
容
の
い
ず
れ
か

に
つ

い
て
の
相
談
を
希
望
す
る
人

-
申

込

間

合

先

福
祉
課
社
会
福
祉
係

(岱
③
2
1
1
1
内
線
2
6
1
)

禁コ

イ
止

の

肢

流

は

で

す

-
禁
止
期
間

平
成
げ
年

5
月
げ
日
ま
で

※
コ
イ
へ
ル
ベ
ス
に
感
染
し
た
コ

イ
を
食
べ
て
も
、
人
体
に
は
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん

-
間
合
先

山
林
水
産
課

(合
③
2
1
1
1
内
線

4
9
4
)

県
水
産
課

(8
0
9
5
2
@
7
1
4
5
)
 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実

施

し

ま

す

山
刷
業
委
員
会
は

『民
地
を
守
り
、

有
効
利
用
す
る
運
動
』
と
し
て
、

市
内
の
農
地
を
民
業
委
員
が
巡
回

す
る

『山
地
パ
ト
ロ
ー
ル
』
を

8

月
に
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
無
断
転
用
の
発
見

防
止
な
ど
民
地
法
の
励
行
を
は
じ

め
、
優
良
民
地
の
碓
保
と
有
効
利

用
を
図
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

内同
業
委
員
会
の
活
動
に
深
い
ご

埋
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。わくわく広場

就園前の乳幼児とその保護者

午前1C時~正午

*ちゅうリつぷコース(月曜日)

8月2目、9目、 16日、23日

肯ひまわりコ ス(金曜日)

8月6目、13日、20日、27日

@わくわくベビー(火曜日)

O~l 歳3 か月までの乳児と

その保護者

8月3目、 10日、17日、24日

午前10時~正午

@ぽっぽままのつどい

子育て中のお父さんお母さん

8月19日(木)

午前10時半~11 時半

*テーマ大人のた00，お話し会

※事前に申し込みが必要です

@つくしんぼランド(水曜日)

就園前の手凶h児とその保護者

8月11日、18日

午前10時~11 時半

※事前に申し込みが必要です

.会湯

。 ~ @)子育て支援センタ

@市民センター

@黒川公民館

.申込問含先
子育て支援センター

(3⑫ 5197) 

県
内
で
は
、
コ
イ
ヘ
ル
ベ
ス
が

流
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

コ
イ
の
放
流
を
禁
止
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

@周@固と~@固肱

平翻の祈りを
8月9101は、長崎市に原爆

が投下された日です。

今もなお原爆症で苦しん

でいる数多くの人々の早い

回復と、原爆死没者のめい補

を祈るため、午前11時2分に

サイレンを鳴らします。1分

間の黙とうを捧げましょう。

また、 8月15EIは終戦記念

日です。戦争で亡くなった数

多くの人々の追悼と恒久の

平和を祈念するため、正午に

サイレンをl鳴らします。1分

間の黙とうを捧げましょう。

IMARIfl) 

-
間
合
先

民
業
委
員
会
事
務
局

(宮
③
2
1
1
1
内
線
3
6
3

戦

傷

病

者

等

蓑

の

方

特
別
給
付
金
の
諮
求
期
限
は
、

平
成
同
年

9
月
初
日
で
す
。
期
限

を
過
ぎ
る
と
特
別
給
付
金
を
受
け

る
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。

-
対
象
者

①
平
成

5
年

4
月

2
日
か
ら
平
成

同
年

4
月

1
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
の
安
と
な
っ
た
人

②
戦
傷
病
者
等
で
あ
る
夫
が
平
成

5
年

4
月

l
日
か
ら
平
成

8
年

9
月
初
日
ま
で
に
公
務
傷
病
以

外
の
原
因
で
死
亡
さ
れ
た
人

-
支
給
内
容

①
鎖
而
日
万
円
の
国
依
(
軽
傷
者

は
半
額
)

②
徽
面

5
万
円
の
図
的

-
間
合
先

福
祉
課
社
会
福
相
係

(
岱

@
2
1
1
1
内
線
2
5
5
)

への

遺志
の月

日10

| 8月は 『北方領土返還運動全国5此月間』です I 

すは

で目

毎
年

8
月
は

『道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
』
、

8
月
問
日
は

『道
の
日
』

で
す
。
道
路
は
、
私
た
ち
の
生
活

を
支
え
る
大
切
な
も
の
で
す
。
こ

の
道
路
を
い
つ
ま
で
も
広
く
、
美

し
く
、
そ
し
て
安
全
に
利
用
す
る

た
め
、
ゴ
ミ
、

空
き
缶
な
ど
の
ポ

イ
捨
て
や
不
法
占
用
を
な
く
し
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

お
盆
は
お
休
み
し
ま
す

-
犬
の
引
き
取
り
と
野
犬
の
捕
獲

休
み
期
間

8
月
日
日

1
日
日

.
し
尿
く
み
取
り

休
み
期
間

8
月
日
日

i
同
日

※
ご
み
の
収
集
と
磁
境
セ
ン
タ
ー

は
通
常
業
務
で
す

・
間
合
先

生
活
環
境
課

(窓
③
2
1
1
i
内
線
2
8
4
)



〈ら切な迂立政認

お
盆
の
精
霊
流
し
は

時
間
と
燭
所
を
守
っ
て

お
貧
に
行
わ
れ
る
新
盤
流
し
の

舟
と
お
供
物
な
ど
を
回
収
す
る
た

め
、
醐
判
明
胤
流
し
を
行
う
時
間
と
場

所
を
次
の
と
お
り
指
定
し
ま
す
。

-

日

時

8
月
同
日

(日
)

午
後
7
時

3
m時

.

場

所

〈〉
水
に
浮
く
も
の

岩
栗
橋
か
ら
松
山
楠
の
問
で
流

し
て
く
だ
さ
い

〈〉
水
に
沈
む
も
の

船
屋
縞
下
琉
の
川
落
と
し
合
戦

場
に
祭
担
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
お
供
え
し
て
、
川

に
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

-
問
合
先

生
活
隙
境
諜

(
宮

@
2
1
1
1
内
線
2
8
3

m61!!1伊万恩 J日深l映画祭にて最終審査、発表を行います。

・応募方法

応募PJlを路えてVHSテープで応募(1人2作品まで)

・申込期限 8月25日(水)

・応募ー間合先

男女協働まちづくり説(ft@21 1 1内線496)

交
通
事
担
無
料
相
談

交
通
事
故
で
お
閤
り
の
人
は
お

気
概
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-
相
談
日

毎
迎
月

1
金
眼
日

午
前

9
時
i
午
後
5
時

マ
専
門
の
相
談
只
が
応
じ
ま
す

-
弁
護
士
相
談
日

毎
週
水
眼
目

午
後

1
時
1
4
時

マ
予
約
が
必
要
で
す

※
損
害
保
険

一
般
の
相
談
も
受
け

付
け
ま
す

・
間
合
先

佐
賀
自
動
車
保
険
翁

求
相
談
セ
ン
タ
ー

(8
0
9
5
2
@
8
7
6
8
)
 

松
浦
火
力
発
電
所
を

見

学

し

よ

う

-
日

時

8
月
初
日

(円
)

午
前

9
時
半

1
午
後
4
時
半

・
場

所
松
浦
火
力
発
電
所

(松
浦
市
)

・
内

容

マ
発
電
所
見
学
会

マ
P
R
館
で
の
ア
ニ
メ
上
映
会

マ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ

ー

『特
捜
戦
隊
デ
カ
レ
ン
ジ
ャ

l
』

マ
飲
食
物
販
売

マ
地
域
諸
団
体
か
ら
の
出
版

・
入
場
料

無

料

-
間
合
先

松
浦
火
力
発
屯
所

企
画
官
辺
グ
ル
ー
プ

(8
0
9
5
6⑫
1
2
0
1
)
 

i) 
変
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー

作

文

を

募

集

-
テ
ー
マ

『わ
が
家
の
交
通
安
全
』

交
迎
安
全
に
つ
な
が
る
家
庭
で
の

会
話
や
独
自
の
工
夫
な
ど
の
笑
践

例
を
作
文
に
し
て
く
だ
さ
い

-
応
募
区
分

マ
小
学
校
の
部

マ
中
学
生
の
部

マ
父
親

母
親
、

一
般
の
部

マ
高
齢
者
の
部
(
邸
歳
以
上
の
人
)

・
応
募
方
法

{小
学
生

中
学
生
]

4
0
0字
詰
め
原
稿
問
紙
3
枚
以

内

(
姐
名
を
つ
け
る
こ
と

)@h山

梨
区
分
、
②
住
所
、
③
氏
名
、
④

学
校
名
、
⑤
学
年
、
⑥
晶
子
校
所
在

地
・
氾
話
喬
号
を
明
記
の
こ
と

{父
親

・
母
親
、

一
般
、
高
齢
者
}

4
0
0字
詰
め
原
稿
用
紙

5
枚
以

内

(
題
名
を
つ
け
る
こ
と
)
①
応

募
区
分
、
②
住
所
、
③
氏
名
、

④

年
齢
、
⑤
職
業
、
⑥
電
話
番
号
、

信
ル
募
動
機
を
明
記
の
こ
と

-
応
募

・
間
合
先

6
1
0
l
'

0
0
2
1

束
京
都
千
代
間
区

外
神
旧

2

，2
1
げ

共

同

ピ

ル

紛

日

本

交
通
稲
制
協
会

交
通
安
全
作
文
募
集
係

(8
0

3
1
3
2
5
5
1
2
0
8
1
)
 

þ?))ゐ患を恩ωm&&~ Þ

童謡・唱献を歌う会
・日時 9月I1日(土)

13 30f，lliVl 
市民センター

独唱 吉原圭子

百i奏 磁!戎中学校プラスパンド矧1

!!'.¥料
コ-}レL、ま り(ft@3086)

-会場

・賛助出演

-入場料

・間合先

司

-u

d

『

コ
九
回
制

4

一

児
~
弓

-

F

託

n
s
-

F

料
一
リ

』

'

無

ナ

有
h

・

J親と吾のための音楽会J ・~

九電ふれあいコンサート・・・・
・日 時 mmIDUf:w!.IUim ..'Joll~-J> 

・会場~以センター

・出 演 Jl1foli:(J，:J!'ωJ太郎、ソプラノ 山川!mI

オーケストラ UI州父枠楽|叶

・ 入場料 ふれあい持金っき入場幣Pl!~l' 3001'1 

・販売所 u以センタ一、(JJJj'P.lih!など

・間合先 九州ilffJIÐDIßl常業所(包~""I#EIl

e lMARI 



県

営

住

宅

入

居

予

備

蓄

募

集

県
営
住
宅
に
空
室
が
で
き
た
と

き
に
順
次
入
居
で
き
る
、
入
居
予

備
者
を
募
集
し
ま
す
。

・
申
込
資
格

県
営
住
宅
条
例
に
定
め
る
入
居

資
格
が
必
要
で
す

※
詳
制
は

『入
居
予
備
者
登
録
申
前

の
し
お
り
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い

-
募
集
団
地

立
花
、
岩
架
ヶ
丘
、
岩
栗
ヶ
丘

第
二
、
岩
栗
ヶ
丘
第
三

-
申
込
書
の
配
布

9
月
1
日

(水

)
1

・
受
付
期
間

9
月
7
日
(
火
)
ー
は
日
(
火
)

午
前

9
時

1
午
後

6
時
(
土

日
祭
日
を
除
く
)

【
公
開
抽
選
会
]

・
日

時

9
月
引
日
(
火
)

マ
受

付

午

後

1
時
半
1

マ
抽

選

会

午

後

2
時

1

-
会

場

伊
万
里
総
合
庁
舎
別

館
2
階
中
会
議
室

・
間
合
先

佐
賀
県
住
宅
供
給
公

相
伊
万
盟
分
室
(
伊
万
里
総
合

庁
舎
別
館
)
(
合
⑫

4
5
1
1
)

身

体

障

審

者

向

け

l
T
訓
練
霊
講
生
募
集

-
対
象
者

公
共
職
業
安
定
所

(
ハ
ロ

1
ワ
l
ク
)
に
求
職
の

申
し
込
み
を
し
、
推
前
耐
を
受
け

た
身
体
僻
答
者
の
人

※
願
舎
は
公
共
職
業
安
定
所
で
配

布
し
ま
す

・
期

間
川
月
1
日
ー
は
月
お
日

-
場

所

底
津
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
学
校

・
申
込
期
限

8
月
幻
日
(
金
)

・
間
合
先

佐
賀
県
労
働
部

(8
0
9
5
2③
7
1
0
1
)
 

-
試
験
日

叩
月
辺
日

(
金
)

・
受
付
期
間

8
月
間
同
日
(
水

)
i
n
日
(
月
)

・
受
験
資
絡

マ
高
校
(
旧
制
中
学
)
以
上
の
土

木
工
学
科
な
ど
を
卒
業
し
、
排

水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た

は
施
工
に
関
し

2
年
以
上
の
経

験
を
有
す
る
人

マ
高
校
(
旧
制
中
学
)
を
卒
業
し
、

問
じ
く

3
年
以
上
の
経
験
を
有

す
る
人

マ
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

た
は
施
工
に
闘
し
、

5
年
以
上

の
経
験
を
有
す
る
人

-
試
験
科
目

下
水
道
に
関
す
る

一
般
知
識
、
排
水
設
備
に
関
す
る

法
令
。
事
務
手
続
き
・
設
剤
・
胞

工
・
維
持
管
理
に
つ
い
て

※
受
験
案
内
は
、

8
月
2
日
1
n日

ま
で
下
水
道
課
で
配
布
し
ま
す

・
申
込
・
間
合
先

下
水
道
諜

(怨
③
2
1
1
1
内
線
3
4
9
)

IMARI rJJ) | 毎週火曜日は午後7時まで住民票 税証問などの交付業務を行っています (市役所のみ-

裁判員制度について
.裁判員制度つてなに?

国民の皆さんに裁判長として刑事裁判に参加してもらい

被告人が有罪かどうか、有罪の吻合どのような刑にする

かを裁判官といっしょに決めてもらう制J変です

.裁半IJ員制度はいつから始まるのつ

5年以内に笑飽きれることになっています

・どんな人が裁判員になるの?

20歳以上の国民の皆さんの中から七11;謹で候補者を逃び

ます。実際に裁判民になるのは、この候補者の中から事件

ごとに選任のための手続きにより選ばれた人たちです

・裁判員になることは辞退できないの?

広く国民の皆さんに参加していただく制度ですので、基

本的に辞退はできないことになっています。ただ、学生や

70歳以上の人は辞退できますし、病気や介護などの事情

で裁判所にくることが難しいと認められた人も辞退する

ことができます

.間合先 佐ti家庭裁判所(包0952@3161)

裁判所ホームページ http://v.明w.courts.go.jpj



ζらじ切な踊克刀

F 

8月の行事 』

3亘亘亙三つ包⑫3911 
24日(火)人権・同和問題講演会

131時半 市 民

③豆三亘)B② 7105

20日(金)伊万里市老人福祉大会
91時と|λ 関係者

26日(木)いまり浪漫大学第2回講演
美輪閉宏講演会

191時半 会員制

10月10日(日)[閉会式 1 4:30~ イマリンビーチ]

[中学生]1，000円 [日校生]1，500円

[一 般]2，000円
※小学生以下は参加できません

所定の申込書に必要事項を記入し、参加料は郵便局

でご入金ください

①申込書は、体育保健謀、各IIIT公民館、国見台公園管理

事務所などに準備しています

②大会当日の参加申 し込みは受け付けません

・申込期限 9月24日(金)

※定員に達した場合、1m限i1iiにおいても締め切る場合あり

・申込間合先 『伊万里タやけマラソン2004J大会事務局

(体育保健課内 包⑫ 21 1 1内線464)

-期日

・参加料

料

料

和↓

料

G面 亘 里)B⑫4646
5日(木).r真珠湾攻撃J

13時半
10日(火).rク口がいた夏j

1411寺半 m 
15日(臼H哩))r特攻の町知覧J

131時半然
19日(木).r真珠湾攻撃j

13時半 1!¥¥ 
22日(日).r妖精フローレンスj

141時半 1!!¥ 

1!~ 

-申込方法ド4

女平和を願って

6日(金)13時半~洋会議室
戦争の体験を言語っていただいたり、戦争に
関する本の朗読などを行います

談相民市
会場.市役所1階市民相談コーナー
時間:10跨~ 15時無料・秘密厳守
法律相談・ 8時半受付先着10人まで

種目 参加者 定員 スター 卜

女子高校生

女子39歳以下(両校生以下を除く) 15:30 

5キ口
女子40歳以上

250 
男子中学生

男子39歳以下(局校生以下を除く) 16:00 

男子40歳以上

3キロ
女子中学生

100 
女子40歳以上

男子高校生
16:30 

男子39歳以下(局校生以下を除く)
10キロ

女子(高校生以下を除く)
250 

男子40歳以上

1 J .25 
10 
18 
3.17 
23 
2.9.16.23.30 
4.11.18.25 
6.13.20.27 
5 
(会場第 Illli鍛室)

.ボランティア相談 毎週月眼目
10時~151時会場市民ロビー

.緊急巡回労働相談ー毎月第3火曜日
101時~ 1 61時会場市民ロビー

自主当(架空)請求にご注意 C

[ 5キロ]イマリンビーチ~国道204号~

七つ島コンテナターミナノレ入口(折り返し)

[ 3キロ ] イマ リ ンビーチ~I臨港道路(折り返し)

[10キロ]伊万里団地~伊万里湾大柿~

国道204号~イマリンピーチ

福士 加代子選手[側ワコーノレ所属]

[経歴1 2004アテネオ リンピックI:H場決定

陸上女子3000m . 5000 m日本記録保持者

-コース

-招待選手

無差別に多量のはがきやメールを送り E

つけ、振り込ませた盆をだまし取る手口 E

が後を絶ちません。絶対に相手に連絡を E

せず、無視することです。また「后の安全E

のために一口乗らないかjと持ちかけ盆E

を振り込ませる手口も出てきています。 E
このような場合は、即答したり、すぐに E

金を振り込んだりせず、家族に相談した E

リ、市役所や警察に連絡しましよう。

fIi IMARI 



伊万里市は今年4月、市制施行50周年を迎えました。皆さんとともに歩んだ半世紀に

はそれぞれの思い出があります。そしてまた、新たな半世紀に向かつて歩んでいきます。

このコーナーでは、皆さんの懐かしい思い出や未来へのエールをご紹介します。

『商庖街の夜市』

裕男美さん三溝

~雰e
Eロth

伊万里町

梅
雨
の
季
節
も
あ
が
り
、

よ
い
よ
哀
を
迎
え
ま
し
た
.

夏
は
商
庖
街
に
と
っ
て

1
年
の

う
ち
で
一
番
行
事
の
多
忙
な
夜

市
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
が
、

伊
万
里
商
庖
街
で
の
夜
市
の
取

り
組
み
は
、
昭
和
回
年
の
初
め
、

本
町
と
銀
天
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド

で
始
ま
り
ま
し
た
.

夜
市
の
定
番
と
も
な
っ
て
い

た
子
供
の
ど
自
慢
士
会
か
ら
始

ま
り
今
、
大
ブ

l
ム
の
カ
ラ
オ

ケ
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
広
〈

市
民
の
皆
さ
ん
に

P
R
を
行
う

と
同
時
に
、
商
庖
街
周
辺
で
は

大
き
な
組
織
で
も
あ
る
各
銀
行

に
出
演
参
加
の
お
願
い
に
行

き
、
賛
同
を
得
て
一
層
大
き
な

行
事
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
今
は

懐
か
し
い
思
い
出
で
も
あ
り
ま

す
.

さ
ら
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
か

ら
史
に
進
み
、

『
し
ぼ
オ
ケ
』

と
い
う
カ
ラ
オ
ケ

の
お
芝
居
パ 、、

ー
ジ
ョ
ン
も
い
ち
早
く
取
り
入

れ
、
夜
市
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
骨
問
応
玉

や
従
業
員
の
、
一
万
の
出
場
は
も
ち

ろ
ん
、

『
し
ぼ
オ
ケ
』

で
は
夜

逃
く
ま
で
芝
居
衣
装
作
り
な
ど

に
も
手
作
り
で
取
り
組
み
、
ょ

の
頃
培
っ
た
賑
や
か
な
活
気
あ

る
商
庖
街
相
互
の
取
り
組
み

は
、
今
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

今
年
お
回
目
を
迫
主
た
市
民

納
涼
花
火
大
会
も

こ
う
し
た
流

れ
の
中
で
昭
和
必
年
の
伊
万
里

大
水
害
の
後
、
商
応
街
の
発
案

で
商
庖
主
の
皆
さ
ん
が
ス
.ホ
ン

サ

l
探
し
等
自
ら
の
足
で
活
動

さ
れ
ま
し
た
。

昨
今
、
人
々
の
守
好
も
様
々

に
、
池
山
明
古
問
庖
街
か
ら
郊
品
川
庖

舗
へ
と
め
ま
ぐ
る
し
く
社
会
が

移
り
変
わ
り
を
み
せ
、
伊
万
呈

古
町
応
街
に
も
他
の
市
町
村
と
同

様
、
空
き
庖
舗
が
目
立
ち
は
じ

め
、
何
か
寂
し
さ
も
感
じ
さ
せ

て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

う
し
た
中

に
も
、
一

昨
年
か
ら

は
伊
万
里

商
業
高
校

の
生
徒
の

皆
さ
ん
と
共
に
、
『
伊
商
庖
街

き
て
み
ん
祭
』
が
始
ま
り
生
徒

の
皆
さ
ん
が
私
達
商
応
、
玉
と
一

緒
に
な
っ

T
活
位
化
を
図

っ
て

く
れ
て
い
ま
す
.
ま
た
昨
年
か

ら
風
情
あ
る
街
づ
く
り
を
出
す

べ
く
夜
市
で

『
ぽ
ん
ぼ
り
』
を

な
ら
べ
て
い
ま
す
が
そ
の
周
り

を
飾
る
絵
は
伊
万
里
小
学
校
の

児
童
の
作
に
よ
る
も
の
で
私
達

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
お
り
ま

た
、
市
内
幼

・
保
育
園
児
の
皆

さ
ん
の
七
夕
飾
り
な
ど
、
地
域

住
民
一
帯
と
な
っ
た
夜
市
行
事

が
今
ま
さ
に
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
.
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包益予 この用紙は、再生紙を使用しています。(古紙配合率100%)

皆
さ
ー
ん
。
同
行
く
な
い
で
す
か
、
暑
い
で
し

ょ
う
。
九
州
は
安
定
し
た
高
気
圧
に
桜
わ
れ
て
、

う
だ
る
よ
う
な
将
き
が
し
ば
ら
く
続
く
そ
う
で

す
。
こ
の
異
様
な
暑
さ
で
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン

が
パ
ン
パ
ン
売
れ
て
る
そ
う
で
す
よ
。

エ
ア
コ
ン
の
上
手
な
使
い
方
は

9
ペ
ー
ジ
に

峨
せ
て
い
ま
す
が
、
沼
気
代
の
節
約
を
し
な
い

と
後
の
前
求
川
が
恐
い
で
す
ね
。
侮
日
で
き
る

だ
け

『行
エ
ネ
一
』
を
し
て
い
出
し
く
過
ご
そ
う
と

考
え
て
も
行
き
消
く
と
こ
ろ
エ
ア
コ
ン
に
頼

っ

て
し
ま
い
ま
す
。
今
月
こ
そ
は
イ
7
リ
ン
ピ
ー

チ
や
大
川
内
山
の
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
自
然
の
中

で

『掠
』
を
求
め
て
み
た
い
と
恕
っ
て
い
ま
す
。

で
き
た
ら
も
う
少
し
涼
し
く
な
る
と
山
か
け
や

す
い
ん
で
す
け
ど
ね
。

(7
月
幻
自

)
(
S
)

-， .... þ~自白a昆ヨE

平成16年 7月 1日現在
・人口 59，443人 (- 6) 

男 28，372人 ( - 3) 
女 31，071人 ( - 3) 

・世帯 20，722世帯 (+ 11) 
( )は前月比

布
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